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論文内容        

（背景および研究目的） 

会話において、参加者は I know (that/wh-) …や I understand (that/wh-) …という形式を用いて、自身の知

識の状態を示すことがある。動詞 know と understand の異同については、統語・意味的研究や学習者向

けの解説が数多く存在する。ただし、そのほとんどは作例に基づくものであり、ある程度の長さにわた

るやりとりの中での使用実態は、まだ十分に明らかにされていない。 

 山本（2019）では、話しことばコーパスを資料として、理解と共感を示す形式の出現頻度を調査して

いる。調査の結果、日本人英語学習者は、英語母語話者と比べて I know を多用することが示唆された。

本研究では同じコーパスを用い、質的分析を試みる。I knowと I understandが相互行為の中でどのよう

に用いられているのかについて観察・記述し、英語母語話者と日本人英語学習者の相違を探る。 

（検討方法等） 

資料は、The NICT JLE Corpus に収録されている二者間ロールプレイである。ロールプレイでは、面識

がなく立場・利害が衝突する人に相対し、要求に応じるよう説得するタスクが課されている。英語母語

話者 17例と日本人英語学習者 224例のロールプレイ談話から、I know/I understandが含まれる発話連鎖

を抽出し、I know/I understand の①生起位置と②後続要素に着目して検討した。 

（結果および考察） 

英語母語話者の場合、I know は①要求の発話よりも前に現れ、I knowの直後には②相手が要求を断る

理由として挙げそうな事柄が続くことがわかった。I understandは①要求が断られた直後に現れ、すぐ

に続けて②直前の相手発話がそのまま反復されることがわかった。これらの観察から、説得場面におい

て英語母語話者は、I know を forward-looking〈要求が断られると見越して、相手を封じ込める〉に、I 

understandを backward-looking〈相手の断りを聞いたことを合図する〉に用いるとみられる。 

日本人英語学習者の場合、I knowと I understand はともに①要求が断られた直後のターンに現れ、②

直前の相手発話の反復が後続することが典型的であるとわかった。また、“I know, I know”のように、後

続要素を持たずに I knowのみが繰り返されることがたびたびあった。これらの観察から、日本人英語学

習者は、I knowと I understandを主に backward-lookingに用いるとみられる。 

（結論） 

説得のやりとりの分析によって、I knowと I understandの談話機能に関して、英語母語話者と日本人英

語学習者の間に異なる傾向が認められた。特に、日本人英語学習者は I know を頻繁に、そしてあいづち

として用いることが判明した。そうした行動が、会話の展開や会話参加者間の対人関係の構築・維持に

影響を及ぼす可能性があると考えられる。 

（附記）本研究は JSPS科研費（JP17K02984 基盤 C異文化間コミュニケーションにおける共感：日本語母語話者と英語

母語話者の会話の分析）の助成を受けたものである。 
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